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『モアナと伝説の海』からみるポリネシアの文化英雄マウイ 

【発表概要】 

 ディズニー映画『モアナと伝説の海』は、2016 年 11 月 23 日にアメリカで、2017 年 3 月 10 日に日本

で公開された。主人公・モアナと共に旅をする「マウイ」はポリネシアの文化英雄マウイがモチーフと

されているように、本作はポリネシアンカルチャーを基に制作されている。そのため、ジョン・マスカ

ーとロン・クレメンツ監督を始めとする製作者たちは、ポリネシアの文化や伝統を学ぶため大々的に 2

回の実地調査を行っただけでなく、現地の人々から成る「Oceanic Story Trust」を編成し彼らの意見を取

り入れながら制作を行うなど、本作はかなり現地に配慮した作品であることがわかる。しかし、『モアナ

と伝説の海』に対する現地の人々の反応は様々である。特に、これまでの伝説で描かれていた筋骨隆々

のビジュアルとは大きく異なるキャラクターマウイの描写に否定的な意見がみられる。 

そこで、本研究においてはポリネシアの文化英雄「マウイ」をテーマに取り上げ、文献調査、アンケ

ート調査、インタビュー調査の結果を基に以下の二つの研究目的を明らかにする。①ポリネシアンカル

チャーを基に制作された『モアナと伝説の海』はポリネシアの人々にどのように受け止められているの

か。②キャラクターマウイのモチーフとなっているポリネシアの文化英雄マウイとはポリネシアの人々

にとってどのような存在であるのか。 

  

【発表構成】 

１．先行研究と研究目的 ２．ディズニー映画『モアナと伝説の海』 

３．ポリネシアの人々は『モアナと伝説の海』をどう捉えているのか   

４．半神マウイの文化英雄としての存在感 ５．考察 
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表１．最新の考古学的研究に基づくポリネシアの移動史 

（Terry Hunt and Carl Lipo THE STATUES THAT WALKED : UNRAVELING THE MYSTERY OF 

EASTER ISLAND : 3-4 より作成発表者作成） 

 

 

図 1．マウイ伝説を学ぶために使用した文献       

 

  

 表 2．文化英雄マウイとキャラクターマウイの人物像・能力比較(発表者作成) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代 出来事

BC800頃 航海の開拓者・ラピタ人は、西太平洋を出発してトンガとサモアの島に辿り着く。

AD1000頃 ポリネシアの記念碑的な建築の最も初期の形態が出現。

AD1100頃 トンガやサモアの島民は再び航海を始める。

壮観なタヒチの島に辿り着く。

AD1200頃 航海に大きなダブルカヌーを用いるようになる。

クック、トゥアモトゥ、マルケサス、ハワイ、アウストラル、ギャンビア、ラパヌイ、

ニュージーランド、南極の極寒の島を含む東太平洋にある島々を発見。

南アメリカにも辿り着く。

 

図２．マウイの家系図(LEGENDS OF MA-UI を基に発表者作成) 



 

表３．Google フォームによるアンケート調査の結果 

 


